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１．はじめに 

本研究は、第 1 筆者が短期大学 2年次前期に経

験した「SA（Student Assistant；以下 SA とす

る）」の活動を振り返り、そこで培われたスキル

や自身の成長について整理すること、さらに、SA

活動を通じて感じた「対話」の重要性について考

察することを目的とした。なお、本稿では主に SA

活動の概要報告と自身の成長について先行研究

を参考に考察し、SA 活動を通じての対話に関す

る考察は、ポスターセッションで報告する。 

２．SA の概要と活動内容 

本学科では ICT 活用能力を身につけるため、１

年次前期からパソコンを使用した科目が複数設

置されている。入学時点では学生それぞれのパソ

コンスキルに差があり、担当教員だけでは指導が

行き届かない懸念があった。そのため、2023 年度

から SA 制度を導入することとなった。 

第 1 筆者は 2024 年度前期科目「情報リテラシ

ー」（1 年次必修）で SA を務め（表 1）、授業中の

サポートの他、授業時間外の「学びのサポートル

ームや個別対応、さらに高等学校の出張授業でも

SA として活動した。「情報リテラシー」は、前半

で表計算ソフトウェア (Microsoft Office 

Excel) の使い方を演習形式で学び、後半ではウ

ェブページの構造をつくる HTML や仕組みについ

て理解することを目的とした授業である。授業に

おける SA 活動については、主に教員の解説に合

わせて学生が PC 操作をする際の補助や、作業中

の個別質問への対応、作業が中断している学生へ

の声がけなどであった。本科目は、第 1 筆者も 1

年次に履修しているが、2024 年度に追加された

内容もあることから、担当教員が授業時間以外で

の打ち合わせ時間を定期的に設けることや、授業

で使用する資料を事前に共有し予習する時間を

確保するなど、SA が活動しやすくなるよう考慮

いただいた。 

表１ 「情報リテラシー」での SA 活動 

日付 回 内容 

4/9 火 初回打ち合わせ：SA の概要とス
ケジュール

4/16 火 事前打ち合わせ：当日の段取り
を確認 

4/26 金 1 情報リテラシーの概要 

5/1 水 2 データ入力と分析（構成比・条
件付き書式） 

5/10 金 3 表の作成（ピポットテーブル） 

5/13 月 当日の段取りを確認 

5/17 金 4 グラフの作成（COUNTIF・IF 関
数を用いて） 

5/24 金 5 アンケートをもとにデータに置
き換える

5/31 金 6 相対参照、絶対参照、関数 

6/7 金 7 試験 ウェブデザインの構造 

6/14 金 8 「progate」を使って、ウェブ作
成の初歩を学ぶ 

6/19 水 当日の段取りを確認 

6/21 金 9 HTML の基礎 

6/28 金 10 CSS を使いこなしウェブデザイ
ンする

7/5 金 11 グローバルナビ付きのウェブサ
イトをデザインする

7/5 金 当日の段取りを確認 

7/12 金 12 自分が考えてウェブサイトを制
作する 

7/16 火 SA 活動の振り返りシート受領 

7/26 金 14 自分が考えてウェブサイトを
制作する（つづき） 

7/26 金 SA 活動の振り返りシート提出 
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３．SA 活動振り返り（先行研究との比較） 

第 1 筆者は SA 活動を通じて、自身の成長を実

感しており、SA 活動終了時に担当教員と実施し

た振り返りなどでの自身の気づきを記録してい

たことから、本研究ではその内容についてさらに

整理することとした。整理に際し、岩﨑ら（2012）

の TA（Teaching Assistant;以下 TA とする）の成長

に関する先行研究の記載と、自身の振り返り内容

を比較することで、SA 活動による学びや成長を

客観的に評価することとした。 

岩﨑ら（2012）では「TA 活動にやりがいを感

じましたか」という質問について、90％が「そう

思う」「ややそう思う」という回答であった。また

「TA を経験して、自分が成長したと思いました

か」という質問は「そう思う」44％、「ややそう思

う」44%の回答であった。これら２つの質問に関

する回答は、自身の実感とも共通しており、学生

が SA や TA などの教育補助者として関わること

はやりがいや成長実感を伴うものであると言え

ることが確認された。さらに、自身が SA として

やりがいを感じた場面である「支援した学生が理

解したと感じられた」ことは、岩﨑ら（2012）で

示された「やりがいを感じた理由」の中で、「学生

の理解の深まりに役立つことができるから」への

回答が 59％と最も高くなっていることとも合致

している。その他、「自分自身の専門知識に対す

る理解が深まるから」（41％）、「学生とコミュニ

ケーションをとる力が身につくから」（56％）と

いう結果についても、SA 自身が授業内容を理解

していなければ受講生に説明できないことは大

前提であり、それをわかりやすく伝えるためにど

うすればよいかを考えて授業に臨まなくてはな

らないと感じたことと合致するものであった。 

また、岩﨑ら（2012）のインタビュー結果のま

とめにある「TA は担当教員による教育を受けて

いる」という点についても、自身の実感とも合致

している。受講生から質問を受けた内容について、

自身で解決できない場合に教員に伝達して対応

を求めたことや、打ち合わせ時に前回授業での対

応について教員から助言を得たことなどは、SA

としてのスキルだけでなく、「報連相」やコミュ

ニケーション力など、社会に出た際に役立つスキ

ルが向上したと実感し、SA 活動を通じた教育で

あったことが理解できる。 

４．まとめと今後の展望 

SA 活動を通じて実感した様々なスキルの向上

や自身の成長について、大学院生の TA を対象と

した先行研究と比較したことで、自身の経験が本

当に価値のあるものだと理解し、成長やスキル向

上にさらに自信を持てるようになった。もともと

消極的だった自身が、SA 活動にチャレンジした

ことで得られたものは本当に価値あるものだっ

たという想いから、本学科の後輩や他の短期大学

生にもぜひ SA を経験し、成長を実感してほしい

と願っている。 

さらに、ICT スキルを学ぶ授業で SA を経験し

たからこそ感じた「対話」の重要性と、これから

の社会では「対話」が重要であると考える理由に

ついてはポスターセッションで報告し、学生生活

で身につけるべきスキルとその方法についての

考察につなげたい。 

今後は、SA を希望する学生や、SA を導入する

短期大学の増加に貢献するよう、SA 活動やその

成長、向上するスキルについて、より詳細に探究

していきたい。 
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